


港北ニュータウンは､1970年代に策定され､首都園のヘットタウンとし

て､又企業の研究研修施設を中心とした業務施設等も併せて開発が行われてお

り､平成7年3月末現在､約110,900人が生活しております｡

更には､21世紀に向けて30万人規模の ｢商業 ･業務 ･文化などの都市機能

を分担する副都心｣､としての開発が着実に推進されています｡

横浜市営地下鉄3号線の開通､又平成6年には行政区再編成による港北ニュ

ータウンを中心とした新区の誕生､そして商業 ･業務ソーンの建設と､新しい

都市づくりが急ピッチで進展しています｡

このような港北ニュータウンの中で､横浜の中心からの入口に位置した仲町

台駅前センターは､平成5年5月より供用開始され､戸建住宅と集合住宅のバ

ランス､公園､道路等のインフラ整備はもとよりコミュニティ機能を充実させ､

港北ニュータウンの中でも最初の顔となるにふさわしい､商業ソーンの形成が

行われた駅前センターづくりを目指しております｡

仲町台駅南口に位置した第4ブロックでは､駅前の商業エリアとして特別な

テーマを持った施設づくりを行うぺく､地権者自ら ｢街づくり研究会｣を開催

し､食の名所つくりとして ｢クルメの里｣構想を取りまとめました｡

つきましては､仲町台駅前センター第4ブロック ｢クルメの里｣構想につい

て忌性のないご意見とご協力を賜ります様､お願い申し上げます｡
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◆めざましい発展を続ける港北ニュータウン◆

◇ 港 北 ニ ュ ー タ ウ ン と は ･-◇

横浜市北部のゆるやかな丘陵地に広がる港北ニュータウンは､首都圏屈指の

ビッグプロジェクトです｡

業務 ･商業 ･文化 ･教育 ･医療 ･福祉など､大規模な貰境づくりを展開し､

横浜副都心として大きな役割を担っています｡

平成5年3月に横浜市営地下鉄3号線が開通､また平成6年には行政区再編

成による港北ニュータウンを中心とした新区の誕生､そして商業､業務ソーン

(tZンタ一地区)の建設､と新しい郡市が急ピッチで発展しています｡

◇恵まれたアクセス◇

最寄りⅠ.C 第三 京浜 港 北Ⅰ.C.
第三 京浜 都 筑 Ⅰ.C.
東名 高速道路 横 浜 Ⅰ.C.
東名 高速道路 川 崎Ⅰ.C.
東名 高速道路 横浜線 Ⅰ.C. (仮称)

(平成 10年3月開通予定)

横浜市営地下鉄3号緑 (あざみ野～戸塚)
東急EE]因郡市線

東急東横線

JR横浜線

横浜4号緑 (計画中)

(東横線日吉～港北ニュータウン～横浜線方面)

横浜市営および東急バスが港北二ユ-タウン内をくまな
くネットウークしています｡
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◇着実に伸びる人口◇

港北二ユ-タウンは昭和58年8月に初めての新しい入居者を迎え､それ以釆宅地の整備､
集合住宅の建設とともに､人口は看実に伸びています｡

平成7年3月末 計画人口

㍉

◇集合住宅について◇

(出ETLL 住宅都市整備公団 ｢絹業施設エ リア｣)
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◇人口の年齢別構成比◇

港北ニュータウン居住者の年齢別構成を見ると､10代以下の若者層と25-45歳代に
ピークがきており､周辺地域に比へて若い街と言えます｡

(横浜市全体では20代および40代にピ-クカほ ています｡)

(平成5年 1月現在)
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◇業務施設について◇

(出典 :住宅郡市整備公団 ｢港北ニュータウン｣)
(H7.1規正)
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◇ 土 地 利 用 計 画 図 ◇

セ ン タ ー 北 ･ セ ン タ ー 南

港 北 ニュー 的 ンの タウ'/七 /91

と し て ､ 大 型 商 業 ･ 業

務 等 の 高 度 な 都 市 機 能

の 集 柊 が 進 め れ ら て い

ま す ｡

セント 南 に は 東 急 百 貨 店

(H 9 年 117●ノ予 定 ) の

計 画 が あ り ま す ｡

荏 田 近 鱗 セ ン タ ー

地 域 密 着 型 商 業 ･

サ ー ビ ス ゾ ー ン が

形 成 さ れ て い ま す ｡

/

/

中 川 駅 前 セ ン タ ー

駅 前 セ ン タ ー と し て ､

i-1t'/ト ｢ タ ン ト ム ｣

1-ll 17-h rr タ カ ラ ヤ ｣

等 の ､ 駅 勢 圏 を 対 象 と

し た 商 煮 ゾ ー ン の 形 成

が 進 め ら れ て い ま す ｡

潅 ∈ 鷲 望 ′

川 和 駅 前 セ ン タ ー

駅 勢 圏 を 対 象 と し た 商 業

ゾ ー ン の 形 成 が 進 め れ ､

ト 1セント ｢ タ カ ヨ シ ｣ と

｢オ-ト デ イ加 ウ'/ tセント ｣ の

大 型 店 が 開 店 し て い ま す ｡

佐江戸近供センター

地域密語型商業･
サービスゾーンが
形成されています｡

地 域 密 着 型 商 業 .

サ ー ビ ス ゾ ー ン の

形 成 予 定 で す ｡

北 山 田 駅 前 セ ン タ ー

駅 勢 田 に ふ さ わ し い

個 性 的 で 魅 力 の あ る

セ ン タ ー 形 成 が 進 め

ら れ て い ま す ｡

地 域 密 語 型 商 業 ･

サ ー ビ ス ゾ ー ン の

形 成 予 定 で す ｡

駅 前 セ ン タ ー と し て の ､

駅 勢 圏 の 中 心 地 に ふ さ わ し い

魅 力 あ る 商 業 ゾ ー ン の 形 成 が

進 め ら て い ま す ｡

地 域 密 語 型 商 業

サ ー ビ ス ゾ ー ン の

形 成 予 定 で す ｡
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◇商業 ･飲食施設の開発余地が高い大きな市場です◇

◇商圏についての考え方◇
･5km圏 (車で約 10分)にて都筑区 ･港北区を包含し､神奈川区 ･緑区 ･青

葉区 ･宮前区 ･高津区の一部を包合します｡
また､10kn圏 (車で約20分)にて横浜市9区､川崎市6区を包合します｡

･隣接商塵として､南に横浜商圏､北に二子玉川､渋谷商圏､西に町田商藍が

重なり､現状ではこの隣接商歯への流出が多く見られます｡

◇商圏ボリューム◇
･計画地を起点に5kn圏で現状人口約76万人､10km圏で約 188万人､将

来は港北ニュータウンの計画人口30万人 (現状約 11万人)が加わり､5
km圏だけでも100万人を保有する大きな市場となりますo

◇商圏内の商業環境 (1991年)◇
旧行政区割りのデータを使用｡
旧行政区5加圏は､港北区と緑区南部を包含します｡

I10kn圏合計にて､年間小売販売領は2兆2,367偉円､総小売業売場面

積 1,343千m2､人□1人当り小売業売場面積0.51m2､人□1人当り
小売業販売額846千円となっています｡

I5km塵合計では､10km匿合計の年間小売業販売額の30.5%.総小売業

売揚面積の29.2%､人口構成比29.0%と各々適当な構成比となって
いますが､これは既に商業集積が進んでいる緑区の影響が高く､港北ニュー
タウンの大半を占める港北区だけだと10km番合計に対し､人口構成比は12.1
%を占めるのに対し､年間小売業販売額は10.9%､総小売業売場面積は
10.4%と低く､更に人口 1人当り小売業年間販売額は761千円と 12
区中低位にあり､流出地区と言えます｡

･港北ニュータウンの大半を占める港北区は､現状も商業施設の充足度は他区
に比べ低く､周辺地区への流出となっており､将来の計画人口を加えると､

商業施設の開発余地は極めて高いと考えられます｡

◇商圏内の飲食業環境 (1992年)◇

確 言霊芝警£冨冨｢完売芸望遠区南部を韻 します｡】

･10knl圏合計にて年間飲食店販売額は約2,400億円.飲怠店舗数7,090
店､人口1人当り年間販売額91千円､人口干人当り2.70店となってい
ます｡

･5kn塩合計では､ lOkrn圏合計の年間飲食店販売韓の29.7%､飲艮店舗

数の24.2%､人口構成比29.0%､人口千人当LJ店舗数2.25店と
人口に対し販売額は適当な構成比となっていますが､飲食店舗数は低く､仮

に 10km雷の人口干人当り飲怠店舗数平均値2.68店を5kn藍‖こ当てはC)

ると現状でも331店舗､将来の計画人口を加味すると959店舗の出店が
可能となります｡

･以上の理由で､現状でも5km圏の飲食店舗は不足しておリ､将来の港北ニュ
ータウン計画人口を加えると､飲食店の開発は極めて高いと考えられます｡

･X人口データ-'94年3月末住民基本台帳

･X･商業 ･飲食業データ-地域経済総覧'95･東洋経済
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◆住宅 ･企業 ･文教施設の集積 した仲町台駅前センター◆
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◇市営地下鉄3号線 ｢仲町台｣駅からの鉄道アクセス◇

町田

田園都市線 所玉川娘

至中央林間 あざみ野 ● ● こ⊥上J､

たまフラーザ 二子玉川蘭-1IJJ 菜摘は 京

市営地下鉄

3号妹

き仲町台至小EZ)原 折旭浜 //
ク/ 東海道棚

l l至- く 意.沢 大.船 . 捕 浜也l木町 至DQ内

乗●

川 崎

●横浜へ 18分

●関内へ -- 24分

●あざみ野へ-- 9分

●渋谷へ -- 35分

◇市営地下鉄3号線一日平均乗降客数◇
(H7.2 市交通局調へ)

ロ 垂 44,4垂 □

中川 6,900人

亡 き 竺 _4･30｡Il

センター南 7.800人

仲町台 15,700人

新羽 10,200人

新横浜北 3.700人

新横浜 5 5,700人



◆特徴のある施設づくりをおこなう第4ブロック ･･･◆
仲町台駅前センター ｢第4ブロック｣では＼ ｢食｣を中心とした複合施設

｢グルメの里｣

匡≡≡ヨ第4ブロック用地
(所在地 :横浜市都筑区仲町台 1丁目)

V セノクー用地 ○ 教育施設

● センター用地 【公E8用地】 ● J,.lB] 牲他 姓iii
741止 文化施nn- 歩行:有年用並Fi

C 医療施ti G 鉄道用地

● 行政施hA

● セ/ター用地のうち土稔区画賢IZ法7B条lこ基づく

唖揖行為等の拝可の申IBのあっ1=宅地(工作格を除 く)

0 50 100 200m

(荏田駅)く+ 新横浜 ･元石川練 + > (港北l.C.)

●他にはない特徴ある街つくLJをおこない､魅力つけを図LJます.
●住居地域です｡

てく7

グルメの里



◇ ｢グルメの里｣施設イメージ◇

t'父上● 冠罰匪--ニ-== J-tk:a虞琵竜召-_.王 W ,-_ .蓋. 払.. ◆LK-二◆tLZi=.帽 【9 ■■ 鮎 室軒藍.' 宜三宝河 芸 食を楽しむ `ヾ′〇転 訊_､麺 莞遠 望 --:A ,同 一■■■■■-h-包取崩､,_ht .一二_,_.璽 撃__喜離1-.咽野 - 4=:一一 ｢l--寺H 導:/--

<-+-･t*･■r17,L..ノ 遊びを楽しむ一.去BTB 交楽園店輔面郡 (目安)100坪～ 余畦 活を楽しむ 1÷ 士 十÷ 宣25-300坪

- -_メ__i-J ー --: 虜琴 ._･..野.守p=r吏--̂4-_二 p-_-_-弓. 野勇庫冨諾ニー一二三-苛 塔 -｢㌔ ､ --# P.妻

◇募集業種◇

｢真｣｢遊び｣｢余暇生活｣を楽しむ施設つくLJをおこなうために､各種テナントを募集しています○

飲 真 物 販 その他
各種洋食L/ストラン (イタリア.フランス.スペイン料理 等) アウトドアショップ A>レンタルショップ
中華料理店 (各種中華 .飲茶 等) スポーツショップ カラオケ
日本料理店 (会席 .寿司 .そば.Lや′3ル やぶ .焼き肉 等) ブックショップ アミューズメント
IスニックL/ストラン (カレー.韓国.メキシコ料理 等) 生活雑貨ショップ クアハウス
ファーストプ-ド(ハンパ一万-.ドーナツ.アイスクリーム 等) フラワーショップ 理容 .美容
ファミリーレストラン インストアベーカリー
居酒屋 (洋風.和風居酒屋.ビアレストラン 等) デリカ惣菜ショップ
軽真 (ラーメン.ビザ .お好み焼き 等) 力ジユルファッションショップ
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◇ ｢グルメの里建設推進協議会｣について◇

仲町台駅前センター第4ブロックでは､ ｢地権者が各自の土地を有効に活用

するために､ブロックとして魅力あるセンターつくりに取り組んでいくことが

必要である｣という認識に立ち､ブロックにおけるセンターづくりの可能性を

検討するため､平成5年8月､第4ブロック地権者の自主的な参加による第 1

回目の ｢徳つく LJ研究会｣を開催しましたO

以来､横浜市 ･公回 ･生活対策協会の協力を得て､5回にわたる研究会を開

催し､第4ブロックのセンターづくりの基本構想 ｢グルメの里づくり｣をまと

めました｡

これは､建物の建設 ･賃貸などのピル事業につきましては各地権者がおこなう

ことに変わりありませんが､第4ブロック全体として ｢クルメの里｣という統

一したセンターつくりの方向性を打ち出し､テナント誘致､駐車場対策､さら

には将来の商店会の運営などに､力を合わせて取り組んでいこうというもので

す｡

｢クルメの里｣を推進するための異体的な 1歩を踏み出すために､ ｢グルメ

の里建設推進協議会｣を発足し､今後これに賛同する方々によってクルメの里

の建設を才佳遷していきたいと考えています｡

今後とも皆様のこ理解とこ協力をお願いいたします｡

クルメの里建設推進協議会

-11-

｢グルメの里｣についてのご照会 ･ご連絡は

○仲町台クルメの里建設推進協議会
会長 関 義和

横浜市都筑区勝田町1216
TEL O45 (941)8817

FAX O45 (942)8026

0財回法人 港北ニュータウン生活対策協会

横浜市都筑区荏田東4-10-3

TEL O45 (942)8745
FAX O45 (942)8972



(デ ー タ 資 料 )

･商圏ボリューム

･商圏内の商業環境
･商圏内の飲食業環境



商圏ボリューム

km圏 市 区 人口 世帯数 1世帯当り人員

94年 94年 94年

(人) (世帯) (人)

5kE]圏 横浜 港北 320.567 131,866 2.43

′′ 緑 445ー374 164,491 2.71
小計 765,941 296,357 2.58

10kID圏 横浜 鶴見 -249,392 106,135 2.35

′′ 神奈川 203,573 88,214 -2.31
′′ 保土ヶ谷 196,705 76,660 2.57
′′ 旭 252,200 90.849 2.78

川崎 中原 186,267 86,787 2.15
′′ 宮前 179,649 68,505 2.62
〟 辛 139,455 56,996 2.45
′′ 高津 165,250 70,701 2.34
′′ 麻生 128,761 48.483 2.66
′′ 多摩 177.925 76,601 2.32

小計 一,879.177 769,931 2.44
lOkm圏(5km含む) 合計 2,645.118 1,066,288 2.48

(データ :地域経済総覧'95･東洋経済)

(- 1 - )



商圏内の商業環境

kn圏 市 区 年間小売販売額 .91年(百万円) 短小f9Xl誓 面笥(nf) 第 1種大型店 91年 人口94年(人) 】絵′,::芸 ^……′;､≡…≡……罠 J蓋 莞 芦等 ER謂 流出率(%)}R2面積 (rTf) 停舗数 匝番シェア

5km圏 横浜 港北 2 43,904 139ー994 24,458 2 17,47 320,567 0 , 4 4 0.08】 761ー343,327 71.0

′′ 繰 4 37,901 252,777 72,706 6 28.76 445,374 0.57 0.両 983 476,996 91.8

小計 681.805 3 9 2,771 97. 164 8 24.74 765.941 0.51 0.131 890 820.323 83.1

101皿圏10kE)圏 横浜 鶴見 238,6Ll 149,742 41.722 5 27.86 249,392 0.6 0.17 957 267,099 89.3

′′ 神奈川 200,396 112,138 15,418 1 13.75 203,573 0.55 0.08 984 218, 027 9L9

′′ 保土ヶ谷 144,745 83,677 15.951 1 19.06 196,705 0.43 0.08 736 210,671 68.7

′′ 旭 193,507 124,088 25,655 3 20.67 252,200 0.49 0.1 767E270.LOG 71ー6
川崎 中原 172,100 121,525 9,831 1 8.0 9 186,267 0.65 0.05 924 199,492 86.3

′′ 宮前 133,908 75,582 9.920 1 13.12 179,649 0.42 0.06 745 192,404 69.6

′′ 辛 105,260 64,554 6.054 1 9.38 139,455 0.46 0.04 755 149ー356 70.5

′′ 高津 162,767 98,202 17,645 2 17.97 165,250 0.59 0ー11 985 176,98 3 92.0

′′ 麻生 71,961 41,732 - - - 128,761 0.32 - 559 137,903 52,2

′′ 多摩 131,707 79,346 8,627 1 10.87 177,925 0.45 0.05 740 190,558 69.1

(データ :地域経済総覧'95･東洋経済)

(- 2- )

■神奈川県データ

閤小売販売額 8,682,261百万円

LL 口 8,103,918人

(データ :地域経済総覧'95･東洋経済)

※ 1

(A)×各区人口-潜在購買額

※ 2

小売業年間販売額-潜在購買額 を100%とした場合の､

各区の流出率｡



商圏内の飲食業環境

km圏 市 区 間飲食店販売額 l92年(百万円) 全店舗 1店舗当り年間販売額92年(百万円) 人口94年(人) ロ1人当り年間販売額(千円) 口千人当り店舗数

5kEn圃 横浜 港北 32,235 807 40 320,567 101 2.52

′′ 繰 39,122 914 43 445,374 88 2.05

小計 71,357 1,721 41 765,941 93 2.25

10kn]圏10kⅢ圏 横浜 鶴見 27,967 863 32 249,392 112 3.46

′′ 神奈川 20ー182 727 28 203,573 99 3.57

′′ 保土ヶ谷 14,148 450 31 196,705 72 2.29

′′ 旭 14,732 420 35 252,200 58 1.67

川崎 中原 24,133 855 28 186,267 130 4.59

′′ 宮前 13.271 343 39 179,649 74 1.91

′′ 辛 14,251 489 29 l39,455 102 3.51

′′ 高津 17,427 507 34 165,250 105 3.07

′′ 麻生 8,043 233 35 128,761 62 し81

′′ 多摩 14,505 482 30 177,925 82 2.71

(データ :地域経済総覧'95･東洋経済)

(- 3 - )


